
帰
山
後
の
地
位
に
関
し
て
は
、

付
、
他
山
之
所
化
入
寺
、
又
者
帰
山
之
僧
有
之
者
、
撰
其
器
量
、
障
儀
於
無
之
者
、
糺
座
配
可

有
許
容
事
、

と
あ
る
よ
う
に
、
帰
山
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
器
量
に
よ
っ
て
座
配
を
定
め
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。前

述
の
長
谷
川
氏
の
「
入
寺
帳
」（
一
、
二
六
頁
）
に
よ
る
と
、
幸
い
に
も
延
宝
二
年
の
入
寺
帳
が
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
の
帰
山
は
十
名
、
他
山
は
八
十
九
名
と
入
寺
全
体
で
は
前
年
よ
り
約
百
名

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
帰
山
を
果
た
し
た
祐
天
の
増
上
寺
で
の
地
位
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
見
て
い
き
た
い
。

●
第
四
節
　
帰
山
後
の
祐
天
の
立
場

伝
記
に
お
け
る
祐
天
の
帰
山
後
の
立
場
は
『
略
記
』
に
「
輪
下
」、『
実
録
下
書
』（
附
）
に
は
「
本
席
」
と

出
る
。
学
問
的
に
は
す
で
に
熟
し
て
い
た
が
上
座
に
は
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



（
延
宝
三
年
、『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、

一
六
一
頁
）



『
増
上
寺
史
料
集
』
に
祐
天
の
名
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
貞
享
元
年
六
月
六
日
の
「
浄
徳
院
様
御
斎
料

定
書
」（
一
、
一
九
六
頁
）
で
あ
り
、
月
行
事
五
人
連
署
中
の
一
番
下
座
に
署
名
し
て
い
る
。
帰
山
後
十
年
目

の
こ
と
で
あ
る
。

実
は
そ
の
前
年
に
あ
た
る
天
和
三
年
九
月
二
十
七
日
に
四
十
七
歳
で
祐
天
が
下
読
法
門
を
「
六
度
大
綱
」

の
算
題
で
行
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（『
浄
土
宗
義
講
録
（
仮
題
）』
三
康
図
書
館
蔵
）。「
縁
山
志
」
七

（『
浄
全
』
十
九
、
三
九
九
頁
）
に
よ
る
と
、
下
読
が
で
き
る
の
は
「
学
臘
三
十
余
年
に
お
よ
び
解
了
他
に
許

さ
れ
し
法
将
」
と
い
う
ほ
ど
の
学
僧
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「
浄
土
宗
史
」（『
浄
全
』
二
十
、
六
五
四

頁
）
に
よ
れ
ば
下
読
法
門
の
法
門
主
は
「
月
行
事
十
二
僧
の
中
上
席
よ
り
順
次
に
之
れ
に
当
」
た
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
席
次
は
と
も
か
く
四
十
七
歳
の
と
き
、
月
行
事
十
二
僧
中
の
中
間
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
先
の
署
名
順
次
か
ら
貞
享
元
年
で
は
月
行
事
の
五
番
目
で
あ
っ
た
こ
と
と
一
致
す

る
。席

次
が
完
全
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
翌
貞
享
二
年
十
一
月
二
十
九
日
「
浅
草
霊
山
寺
檀
林
再
興
之
記
録
」

（
以
下
「
再
興
記
録
」、『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
二
〇
二
頁
）
に
出
る
席
次
の
記
さ
れ
た
図
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
祐
天
は
前
年
の
五
番
目
か
ら
い
っ
き
に
二
臘
の
位
置
に
昇
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
学
頭
は
鑑
了
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
貞
享
元
年
に
署
名
し
て
い
る
春
応
は
霊
巖
寺
、
秀
道
は
幡
随
院
に
出
世
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
学
頭
で
あ
っ
た
相
山
は
貞
享
三
年
駿
府
宝
台
院
に
住
職
し
た
こ
と
が
「
浄

土
傳
燈
總
系
譜
」（『
浄
全
』
十
九
、
七
六
頁
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
翌
年
の
貞
享
三
年
春
（『
檀
通
書
附
』）
祐
天
は
突
如
と
し
て
隠
遁
を
決
意
実
行
す
る
の

で
あ
る
。
祐
天
五
十
歳
の
と
き
で
あ
る
。

『
略
記
』
に
は
「
住
二

ス
ル
ノ

衆
首ノ

之
位ニ
一

之
時キ

ナ
リ

也
」
と
し
、
理
由
を
「
忽チ

遭テ
レ

屯ニ

」
と
言
う
。『
略
記
写
本
』
に

は
「
将ニ

向
二

ト
ス
ル
ノ

衆
首ニ
一

之
位
」
と
言
う
。

『
実
録
下
書
』
に
は
「
宜ク
下

主
二

ト
シ
テ

于
檀
林ノ

上
刹ニ
一

大ニ

建ツ
中

法
幡ヲ
上

」
と
言
い
、
理
由
は
「
不
レ

虞ラ

」
と
し
、
横
に

「
敢テ

任
二

所
志ニ
一

」
と
あ
る
。

『
開
山
行
状
』
に
は
「
将ニ
レ

住
二

セ
ン
ト

檀
林ニ
一

」
の
と
き
に
、「
素ト

有リ
二

隠
操
一

切ニ

薄
二

ン
ス

世
栄ヲ
一

」
と
い
う
理
由
を
挙
げ

て
い
る
。

伝
記
の
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
祐
天
は
も
と
も
と
出
世
を
望
ま
な
い
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
実
録
下
書
』
附
に
興
味
深
い
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
清
書
本
に
は
な
い
。

師
在テ
二

縁
山ノ

学
舎ニ
一

道
高ク

名
シ

矣
故ニ

衆
人
帰
向シ

テ

受ル
レ

化ヲ

者ノ

早
莫
連
綿ト

シ
テ

不
レ

絶ヘ

也
既ニ

シ
テ

而
席
列シ
二

衆

中
ノ

第
二ニ
一

臘
次
二

ゲ
リ

学
頭ニ
一

時ニ

有リ
下

不
レ

虞ラ

乱
二

シ
テ

僧
階ヲ
一

而
間
二

隔シ

於
師ヲ
一

学
頭
及ヒ

三
老
某シ

同
時
出
中

進ス
ル
コ
ト

二
箇ノ

檀
林ニ
上

也
師
於
レ

是ニ

不
レ

克ハ
レ

忍
レ

フ
コ
ト

之ヲ

遂イ
ニ

遁
隠ス

矣
竊カ

ニ

聞ク

此レ
ハ

是レ

由テ
二

他ノ

妬
忌
奸
曲ノ

所ニ
一レ

作ス

至
レ

ル
ト

遇
二

フ
ニ

此ノ

不
祥ニ
一

云フ

一
時ノ

屯
難
聖
賢
尚ヲ

不ル
レ
　

レ

者ノ

古
昔ヘ

既ニ

然リ

況ヤ

季
世ヲ

哉ヤ

噫ア



�
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先
の
貞
享
二
年
、
綱
吉
の
台
命
に
よ
り
本
所
の
霊
山
寺
が
檀
林
と
し
て
復
興
し
た
。
そ
れ
ま
で
霊
山
寺
を

守
っ
て
き
た
の
は
英
誉
俊
応
で
あ
っ
た
が
、
檀
林
に
な
っ
た
あ
と
は
「
自
身
ハ
托
鉢
仕
候
而
も
不
苦
と
有
之
」

（「
再
興
記
録
」『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
二
〇
四
頁
）
と
身
を
引
く
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
檀
林

主
と
し
て
出
世
し
た
の
が
、
学
頭
の
鑑
了
で
あ
っ
た
。「
本
所
霊
山
志
」（『
浄
全
』
二
十
、
二
八
二
頁
）
に
は
、

六
世
俊
応
の
次
に
七
世
と
三
世
併
記
で
鑑
了
が
続
く
。
こ
の
い
き
さ
つ
は
貞
享
五
年
八
月
増
上
寺
主
古
岩
に

よ
り
、
歴
代
の
う
ち
潮
也
か
ら
俊
応
の
四
代
は
「
非
能
化
之
職
分
」（「
霊
山
寺
志
」『
浄
全
』
二
十
、
二
七
九

頁
）
と
し
、
檀
林
と
し
て
見
た
と
き
は
鑑
了
で
三
世
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
正
式
に
は
貞
享
三
年
の
三
月
二
十
日
に
鑑
了
は
入
山
し
た
（『
浄
土
宗
大
年
表
』）。
し
か
し
な
が

ら
、
同
年
鑑
了
は
遷
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
興
四
世
廓
瑩
が
同
年
六
月
下
旬
縁
山
二
臘
席
よ
り
台
命
に

よ
り
住
職
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
も
し
『
実
録
下
書
』
附
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
真
実
と
し
た
な
ら
ば
、
鑑
了
が
霊
山
寺
に
上
任

し
た
こ
と
と
は
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、「
再
興
記
録
」
に
祐
天
の
次
席
以
降
、
全
波
・
圓
位
・
慈
雲
・
徹

道
・
意
覚
・
玄
了
・
圓
鏡
・
岳
雲
・
□
榮
（﹇
著
者
注
﹈
お
そ
ら
く
上
に
出
る
廓
瑩
か
）・
霊
位
と
名
前
が
続

く
が
、
そ
の
中
で
檀
林
主
に
出
世
し
た
可
能
性
の
あ
る
者
は
善
導
寺
十
七
世
の
圓
意
、
大
善
寺
十
四
世
の
意

覚
、
結
城
の
弘
経
寺
二
十
世
の
玄
良
、
大
巖
寺
十
二
世
の
徹
道
、
浄
国
寺
十
二
世
の
慈
雲
、
そ
れ
に
先
の
廓

瑩
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
意
覚
は
貞
享
四
年
秋
の
上
任
、
弘
経
寺
二
十
世
は
貞
享
三
年
の
上
任
だ
が
「
結
城
弘
経
寺
志
」
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に
は
絃
良
と
あ
る
（『
浄
全
』
二
十
、
一
三
三
頁
）。
大
巖
寺
十
二
世
徹
道
も
貞
享
三
年
の
上
任
で
あ
る
が
、

「
生
実
大
巖
寺
志
」
に
は
黒
谷
純
超
の
弟
子
と
あ
る
の
で
別
人
と
も
思
わ
れ
る
（『
浄
全
』
二
十
、
八
十
六
頁
）。

そ
こ
で
、
祐
天
と
出
世
争
い
を
し
た
の
は
圓
意
（
圓
位
と
同
一
人
物
か
）
と
い
う
可
能
性
が
最
も
高
い
。
残

念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
祐
天
が
隠
遁
を
決
意
し
た
の
か
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
把
握

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
月
行
事
の
メ
ン
バ
ー
は
一
年
間
で
か
な
り
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
貞
享
元
年
か
ら
二
年
ま
で
に
祐
天
よ
り
上
の
三
人
が
縁
山
を
あ
と
に
し
、
貞
享
三
年
に
も
ま
た
少
な
か

ら
ず
上
任
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
当
時
の
檀
林
へ
の
出
世
の
道
筋
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
、

整
理
し
て
お
き
た
い
。

黄
衣
檀
林
十
二
ヶ
所
後
住
御
吟
味
之
時
、
中
略
、
月
行
事
十
二
人
・
檀
林
十
六
ヶ
所
之
伴
頭
都

合
貳
拾
八
僧
之
内
、
不
依
座
之
高
下
、
器
量
相
応
之
僧
以
入
札
書
出
之
、
其
上
増
上
寺
被
遂
僉

議
、
両
人
可
被
書
上
之
事
、

延
宝
九
年
「
能
化
入
札
申
渡
之
覚
」（『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
一
六
五
頁
）
に
よ
る
、「
毛
頭
不
可
有
依
怙

贔
屓
」
や
「
忘
自
他
山
之
情
隔
不
可
有
差
別
」
な
ど
の
通
達
。



（
延
宝
三
年
「
老
中
連
署
諸
檀
林
入
院

條
令
并
ニ
同
追
加
」『
増
上
寺
史
料
集
』

一
、
一
六
一
頁
）



黄
衣
檀
林
住
職
御
吟
味
之
儀
、
先
規
御
條
目
雖
有
之
、
今
度
御
僉
議
之
上
、
諸
檀
林
之
住
持
并

江
戸
檀
林
四
箇
所
之
二
臘
相
加
可
選
之
旨
、
被
　
仰
出
之
事
、

右
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
被
入
札
人
は
わ
か
る
が
、
有
権
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
一
六
七
頁
以
下
の
誓
詞
案
文
よ
り
拾
っ
て
み
る
と
、
十
七
檀
林
住
持
、
月
行
事
を
除

い
た
上
座
三
十
八
人
、
所
化
役
者
両
人
、
江
戸
檀
林
四
か
寺
二
臘
の
計
六
十
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
た
だ
し
、
十
七
檀
林
と
あ
る
の
で
こ
の
誓
詞
案
文
は
次
の
貞
享
二
年
に
作
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
）。

ま
た
、
貞
享
二
年
十
一
月
さ
ら
に
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
の
覚
が
出
さ
れ
た
。

前
略
、
次
黄
衣
檀
林
住
職
之
事
、
増
上
寺
月
行
事
拾
貳
人
、
諸
檀
林
伴
頭
拾
七
人
、
都
合
貳
拾

九
僧
中
、
但
、
解
間
寺
持
之
僧
除
之
、
檀
林
住
持
相
応
之
器
量
撰
之
、
能
化
中
銘
　
致
入
札
、

則
以
封
印
箱
ニ
納
、
其
箱
之
上
封
、
諸
能
化
令
合
判
、
預
置
増
上
寺
、
其
年
中
檀
林
住
持
替
之

節
、
如
例
増
上
寺
上
座
参
拾
八
僧
・
所
化
役
者
両
人
、
并
江
戸
檀
林
四
ヶ
所
之
二
老
四
人
相
加
、

右
貳
拾
九
僧
之
中
、
不
依
座
之
高
下
、
可
為
能
化
之
僧
入
札
致
之
、
方
丈
被
遂
披
見
吟
味
之
上
、

両
人
書
付
可
被
差
出
候
、
其
刻
増
上
寺
役
者
并
上
座
之
所
化
、
檀
林
二
老
之
入
札
取
揃
、
最
前

檀
所
住
持
中
認
置
候
入
札
箱
ニ
差
添
、
寺
社
奉
行
所
江
役
者
可
致
持
参
候
、
尤
其
年
中
住
持
撰

於
無
之
者
、
翌
年
之
正
月
檀
林
住
持
中
参
会
之
節
、
右
之
通
入
札
改
替
可
申
候
、
向
後
此
法
式
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（
貞
享
二
年
十
一
月
二
十
九
日
「
老
中

連
署
増
上
寺
條
令
」『
増
上
寺
史
料
集
』

一
、
二
〇
一
頁
）

（「
寺
社
奉
行
連
署
増
上
寺
條
令
達
」

『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
二
〇
五
頁
）



不
可
有
懈
怠
事
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
引
用
し
た
か
と
言
え
ば
、
貞
享
三
年
は
ち
ょ
う
ど
祐
天
が
檀
林
に
出
世
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
年
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
檀
林
主
の
入
札
に
つ
い
て
こ
う
も
規
則
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

祐
天
が
隠
遁
し
た
こ
と
と
全
く
無
関
係
と
は
言
い
に
く
い
。
鑑
了
が
正
式
に
台
命
を
受
け
住
職
し
た
の
が
三

月
二
十
日
で
あ
り
、
発
布
後
の
最
初
の
入
札
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
、
先
に
引
用
し
た
『
実
録
下
書
』
附

の
記
述
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
入
札
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で
あ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
祐
天
は
、
鑑
了
が
霊
山
寺
に
出
世
を
し
た
と
き
、
言
い
換
え
れ
ば
檀
林
住
職
の
入
札
後
、

隠
退
を
決
意
し
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

●
第
五
節
　
隠
遁
生
活

第
一
項
　
畿
内
遊
歴

祐
天
は
貞
享
三
年
春
、
増
上
寺
を
離
れ
隠
遁
生
活
に
入
る
。
こ
の
と
き
は
「
初
一
両
月
在
二

浅
茅
蓮
華
院
一

」

（『
実
録
下
書
』
附
）、
そ
し
て
牛
島
に
草
庵
を
結
び
定
住
す
る
の
で
あ
る
。

牛
島
に
庵
を
結
ぶ
前
（『
略
記
』）
か
後
（『
実
録
下
書
』）
か
は
二
説
あ
る
が
、
最
初
に
祐
天
の
し
た
こ
と




